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製氷皿清掃

1 水を入れ、セットする。
● 清掃後、貯氷コーナーに排水されます。

2 貯氷コーナーを空にしてタオルを敷き、冷凍室ドアを閉める。

● 1回の清掃で約100～200mL排水されます。
タオルで吸い取らないと、
冷凍ケース(小)を
取り出すときに
水がこぼれます。

ランプが消えたら、冷凍ケース(小)を取り出し、タオルを取り出す。冷凍ケース(小)は、
柔らかいスポンジで水洗いし、水気を拭き取って取り付ける。

● 終了後は、通常製氷に設定されます。

3 ｢製氷切替｣ボタンをピーッピーッと鳴るまで2秒以上押し、約40秒待つ。
これを2回以上おこなう。

● 動作中は、冷凍室ドアを開けない。

貯氷コーナー

タオル冷凍ケース(小)

(製氷皿から
貯氷コーナーに排水)

(給水タンクから
製氷皿に給水)
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移動用車輪(4輪)

調節脚

電源プラグも
忘れずに。

お手入れ

次のものは使わないでください。

・ベンジン
・シンナー
・アルコール
・粉石けん
・みがき粉

・たわし　　・ナイロンたわし
・アルカリ性の洗剤
・弱アルカリ性の洗剤
・プラスチックを傷めるおそれのあるもの
・シール剥離剤　・熱湯(60℃以上)

(ドアの表面やプラスチック部分の変色、変形、
 傷付き、割れの原因)

● 中性洗剤を使ったら必ず水拭きをし、洗剤
を拭き取る。さらにから拭きする。
(中性洗剤を原液で使ったり、拭き取りが不
十分だと、プラスチック部分が割れること
があります)

ぬるま湯、またはうすめた
中性洗剤を使い柔らかい布
で拭く(食器用洗剤)
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● ふきんは、かたくしぼる。(水分がすき間に入り、電気部品の故障の原因)
● 食用油やかんきつ類の果汁が付いたら拭き取る。(プラスチックの割れ・変色の原因)

ご注意

ドアパッキン

お手入れ前
に抜く

汚れ、ほこりを取り除く2
ほこりや結露などで、壁や床などが変色することがあります。ふだん見えないところもお手入れを。

調節脚を回し、冷蔵庫を移動する

②

汚れやすいのでこまめにお手入れを。
冷蔵室、野菜室は念入りに。

お手入れのしかた

脚まわり・背面・床・壁面
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点滅

2秒 2秒
ピーッ
　ピーッピーッ

　ピーッ

点滅

汚れがひどくなると、ドア開閉時に
キーキー音がすることがあります。
また、ドアの重みなどにより、ロー
ラー受けにローラー跡が残ることが
あります。

ローラー
受け

ローラー

製氷皿やパイプを自動洗浄します。(はずして水洗いできません。)
準備するもの：タオル1枚

・プラグを抜いたら
　5分間差し込まない。
　(故障の原因)

給水タンクの奥の機械部
を触らない(故障の原因)

(給水タンクをはずした状態)

機械部

取り付けかた
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指紋あとなどは、こまめにお手入れを。
ドア表面

ローラー・ローラー受け

年に1度

ページ15
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ベースカバー

汚れに気づいたら、
すぐに拭き取って。

給水タンク
週に1度

満水
位置

満水位置
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